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流通商品コードの現在

１９７８年にわが国でＪＡＮコードが制定されてから約３０年になります。

現在、流通商品コードでは商品コードの他に製造日・賞味期限等の商

品属性情報を付加した新しいコードが登場し、大きな広がりを見せてい

ます。今回は最新情報も加え、流通商品コードの現在の状況について

お話ししたいと思います。

 

これまでの流通商品コードの
超主流“ＪＡＮコード”と“ＩＴＦコード”

進化し始めた
現在の流通商品コード

現在、日本で最も多く利用されている流

通商品コードはＪＡＮコード ( J apanese  

Article Number)です。これは世界１００カ

国以上で利用されている国際規格「ＥＡＮ

（Europe Article Number）コード」の中で国

を表す部分を「４５」または「４９」としたもので、

ＥＡＮコード、アメリカ/カナダのＵＰＣ（Universal 

Product Code）と互換性を持っています。

したがって相手国で使用している流通商品

コードを取得しなくても、ＪＡＮコードが付い

ていれば輸出が可能になっています。

現在使われているＪＡＮコードは、財団

法人流通システム開発センターが一元的

に管理しており、１１万社を超える企業が

生産する多くの消費財に割り振られている

ほか、インターネットによる音楽配信、電力や

ガスなどの公共料金の請求書など、有形

無形問わず多くの商品に利用されています。

また、物流用としてＪＡＮコードから作られ

たものに「集合包装用コード」あるいは「ＩＴ

Ｆコード（Interleaved Two of Five）と呼ば

れるものがあります。これはＪＡＮコードの

前に1桁の物流識別コードを付加したコー

ドで、主に段ボール箱などで集合包装さ

れた商品を識別するために利用されてい

ます。

しかし、形状が集合包装単位であっても、

消費者が購入する単位である場合(商品

を包装箱のまま、まとめ買いする場合など)

は、ＩＴＦコードとは別にＪＡＮコードを表示

する必要があり、この場合は集合包装され

ている商品単品を識別するものとは異なる

ＪＡＮコードを設定することになっています。

最近、ＪＡＮ／ＥＡＮコード、ＵＰＣ、ＩＴＦコー

ドを総称して『ＧＴＩＮ(Global Trade Item 

Number)』と呼ばれることが増えています。

ＧＴＩＮは2005年1月に国際商品コードと

して国際流通標準化機関ＧＳ１が定めた

流通商品コードですが、現在使用されて

いるＵＰＣコードやＪＡＮ／ＥＡＮコードに代

わる、まったく新しい流通商品コードという

わけではありません。

ＧＴＩＮとして使用する場合は各々のコー

　　●GS1-DataBarの読み取りには

新しい流通商品コードGS1-DataBarは２次元コード
とバーコードの組み合わせで構成されているので、
読み取りの際は２次元コードの読み取りに対応する
機器を選ぶ必要があります。
（写真：新製品２次元コード対応モバイルハンディ
　ターミナル ＴＢＲ－６５００Ｄ）
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●ＪＡＮコード ●ＧＳ１-１２８

●ＧＳ１-DataBar（ＲＳＳ合成シンボル）

●ＪＡＮコード、ＧＳ１-１２８、ＧＳ１-DataBar のデータ構造

流通商品コードのＪＡＮ、GS1-128、GS1-DataBarそれぞれのデータ構造は図のようになっています。

赤ラインで目印を付けたの部分は商品コード、緑ラインの部分は有効期限、黄色ラインの部分は

数量、水色ラインの部分は製造番号を表し、同色の部分の内容は同じであることがわかります。

またGS1-DataBarは、２次元コードとの組み合わせでＪＡＮコードよりも小さなスペースで情報量が

増えていることがわかります。



Ｑ．ＧＴＩＮはＰＯＳでは使えないんですか？

Ａ． ＧＴＩＮ（Global Trade Item Number)というのは「国際取引商品番号」のことで、国際

商取引のための商品のデータベースとして、単品から集合包装までをすべて一元管理

しようというものです。単品の場合はＪＡＮコードの先頭に「０」を、段ボールなどの集合包

装では入り数を表すパッケージインジケータを１桁追加して１４桁に揃えるようにします。

現在使われているＪＡＮ（ＥＡＮ）コードを変更するものではないので、従ってＰＯＳシステ

ムには何ら影響はありません。

いろいろＱ＆Ａ 次号予告

１１月号は．．．

　『ハンディターミナルの運用事例』です。
　Flags １１月号は１１月６日発行です。

株式会社 東 研

本社 営業部

大阪営業所
名古屋営業所

福岡営業所
日立営業所

http://www.tohken.co.jp

Tel 03 (5325) 4311～3 Fax 03 (5325) 4318

Tel 052 (565) 9091 Fax 052 (565) 9094
Fax 06 (6353) 6125
Fax 092 (441) 3639
Fax 029 (276) 9556

Tel 06 (6353) 5476
Tel 092 (441) 3638
Tel 029 (276) 9555

東京都新宿区西新宿2-7-1　新宿第一生命ビル

Flags／フラッグス ２００７年１０月号 Vol.３０　２００７年１０月５日発行

編集・発行 株式会社 東 研 〒163-0710　東京都新宿区西新宿2-7-1　新宿第一生命ビル

Tel 03 (5325) 4322 （編集事務局）

本誌に掲載の記事・写真・図版などは著作権法によって保護されており、無断で転用・転載・複製することはできません。

● 展示会情報 

第９回 自動認識総合展　終了

さる９月１２日からの３日間、有明の東京ビックサイトにて開催された第９回自動認識

展は盛況のうちに閉会を迎えることができました。

全体では昨年を上回る約３万人のご来場者があるなか、当社ブースは２次元コード

対応新型PDAハンディ「TBR-6500D」をはじめとする新製品と『医療用医薬品RSSコー

ド関連製品』を前面に出し、皆様からご好評を戴きました。特にレーザーマーキング（サ

ンクス社製）とオンライン検証機（TVR-3151）をカートナー（エーザイマシナリー社製）

に実装した実演ではお問い合わせも多く、注目の高さを窺い知ることができました。

ドの頭にゼロを付加し、14桁に統一して

使用します(ＩＴＦコードはそのまま14桁で

使用します)。そのため、現在、印刷表示

しているシンボルを変更する必要はなく、

ＵＰＣ、ＪＡＮ／ＥＡＮコード、ＩＴＦコードは

従来と同様に引き続き利用することができ

ます。

ＪＡＮコードやＩＴＦコードは、「商品そのも

の」を示すバーコードなので、製造年月日、

賞味期限、梱包番号、発注番号などのデー

タは表現できません。そこでＧＳ１は商品

情報とあわせて物流情報や商取引情報

を表示できる「ＧＳ１-１２８(旧称ＵＣＣ／Ｅ

ＡＮ-１２８)を開発しました。

ＧＳ１-１２８では様々な情報を表すため

にアプリケーション識別子(略称AI)と呼ば

れる識別コードを使用しており、これは、様々

なデータの先頭に付加してそのデータが

何の情報であるかを識別するものです。

AIは定義が規格化されているので、製造・

流通業界で情報交換を行うことが容易となっ

ており、日本ではコンビニエンスストアの

料金代理収納システムにＧＳ１-１２８が利

用されています。

医薬品業界では08年9月から医療事故

防止や患者の安全性確保を目的として、

生物由来製品を中心に元梱包単位(段ボー

ル箱等)にＧＳ１-１２８が、調剤包装単位(単

品)および販売単位(中箱)にＧＳ１-Ｄａｔａ

Ｂａｒが使用されることになりました。

ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒ(旧称ＲＳＳコード)はＧＳ

１が開発した標準バーコードの中で最も

新しい流通商品コードで、３系統・７種類

あり、ＪＡＮコードと比較して同じ量のデー

タをより小さいスペースで表現することが

できます。さらに、ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒの一部

にはＧＳ１-１２８と同様にアプリケーション

識別子を用いて明細情報データを表現

できるものもあり、次世代の流通商品コー

ドとして注目を浴びています。

また、２０１０年１月からはＧＳ１-ＤａｔａＢａｒ

のうち、全方向スキャナでの読み取りがで

きる種類のものが、一般消費財に使用さ

れる世界標準のバーコードとなります。

しかし、ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒはＪＡＮコードに

代わるものではなく、流通商品コードの

選択肢として加わるものであり、２０１０年

以降もＪＡＮコードは使用可能です。

ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒはＪＡＮコードとは構造の

違うバーコードなので、利用するためには

ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒの読み取りに対応するスキャ

ナなど、機器の準備が必要になります。

新たな投資が必要となることで採用に

躊躇するという想像もできますが、従来の

流通商品コードではできなかった重量や

製造年月日などの表示、情報の増加に

伴う高度な商品管理を可能にするなど、

ＧＳ１-ＤａｔａＢａｒを使うことで得られる多大

なメリットは決して見過ごすことはできませ

ん。

わが国でJANコードが制定されてから約

３０年、流通商品コードの世界は新たな転

機を迎えようとしているのです。

これからの流通商品コード


